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 わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会 

第２回宿泊専門委員会 

議事録（概要） 

 

１ 日時 

  令和６年(202４年)２月８日（木）10:30～12:００ 

 

２ 場所 

  滋賀県大津合同庁舎７階 ７Ａ会議室 

 

３ 出席委員（五十音順、敬称略） 

委員14名中14名出席 

明石 芳夫（代理：田村 秀徳）、猪飼 隆幸、市田 重宏、植西 祐一郎、小野寺 和徳、 

北川 宏（代理：前田 明）、澤谷 久枝、辻 和美、長宗 学、長谷川 貴也、廣部 千英子、 

堀井 正人、前川 為夫、吉成 永部 

（事務局：辻事務局長ほか事務局職員７名） 

 

４ 配付資料 

  別添のとおり 

 

５ 会議概要 

  〇 報告事項 

 

 

 

【質疑】なし。 

 

 〇 審議事項 

 

 

 

【質疑】 

（委員） 

HACCPとはどういう意味か。私の勉強不足かも知れないが、何らかの説明を入れた方 

  が良いのではないか。 

 

（事務局） 

HACCP（ハサップ）と呼ばれるもので、令和3年に食品衛生法が改正され、その際に食 

品衛生の基準を作ったものとなっている。こちらについての、具体的な説明が必要かどうか 

は事務局で検討させていただく。 

 

 （委員長） 

一般的にHACCPは浸透していると思うが、十分なお知らせをしていくという形で、よろ 

しいか。 

 

 

※事務局から、「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ 弁当調達要項（案）」について

説明。原案どおり承認。 

※事務局から、「燃ゆる感動かごしま国体・燃ゆる感動かごしま大会 視察結果」

について報告。 



- 2 - 
 

（委員） 

弁当を製造する施設が限られている中で、本部（県）と会場地委員会からそれぞれ発注す 

ると、一部の施設に集中することが想定されるが、調整は大丈夫か。 

 

（事務局） 

弁当調製施設については、今年度基礎調査を実施し、会場地市町に対しても調査結果を示 

している。市町との会議の中でも、限られた施設のため競合するのではないかという声もあ  

り、県の方で必要弁当数を取りまとめるなどの調整を検討したい。 

 

（委員） 

障害者スポーツ大会に随行すると、お弁当を食べさせにくい方、消化がうまくいかない方 

もいる。具体的には、肉の塊は食べさせるのが困難で、ナイフ・フォークがないと食べさせる 

ことができない等、記載するかは別にして障害者への配慮をしてほしい。 

ボッチャ等の重度障害の方も大会に参加するが、県の大会では、ご飯を俵型に型押して食 

べやすくする配慮もしていただいた。要項への記載はともかく、配慮をお願いしたい。 

  

（事務局） 

弁当等の献立は、この後の審議事項で、専門委員会の部会を設けて、標準献立・弁当部会 

の方で来年度決定したいと考えている。ご意見を参考にさせていただく。 

 

（委員） 

お弁当の内容も大事だが、障害のある方の食事スペースも配慮が必要だと思う。 

 

（事務局） 

開閉式会場の基本設計も進めている中で、選手等の待機スペースも現在検討を進めてい 

るところ。ご意見を踏まえ、食事スペースも検討したい。 

 

 〇 審議事項 

 

 

 

【質疑】なし。 

 

 〇 審議事項 

 

 

 

【質疑】なし。 

 

○ その他 

 

 

【質疑】 

（委員） 

  宿泊料金の上限も大きく変わるため、派遣元の団体でも、早めに予算取りできるよう、日 

本パラスポーツ協会や、各都道府県の協会へのアナウンスが必要だと思う。 

※事務局から、「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ 弁当調製施設選定基準（案）」

について説明。原案どおり承認。 

※事務局から、「わた SHIGA輝く国スポ・障スポ 宿泊専門委員会部会設置要綱（案）」

について説明。原案どおり承認。 

※事務局から、「わた SHIGA輝く国スポ 宿泊要項（案）」について説明。 
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（事務局） 

     3月に開催される都道府県スポーツ協会の国スポ連絡会議で説明をさせていただく予 

定。同様に、各都道府県の担当課長会議や障スポ協会の会議等で説明をさせていただき、  

予算確保のアナウンスを行いたい。 

 

（委員） 

  ホテル・旅館でのアメニティだが、滋賀県では「しがプラスチックチャレンジプロジェクト」 

という取り組みで、ワンウェイプラスチックの削減に取り組んでいる。鹿児島県の資料をみ 

ると、アメニティバイキングということで、必要であれば持っていく形式だと思うが、滋賀県 

旅館ホテル生活衛生同業組合のアメニティ持参の取り組みも含め、アメニティを置かない取 

り組みについてどの様に考えているか。 

 

（事務局） 

  本県では、昨年行われた総会でMLGs宣言を行い、環境に配慮した大会を目指すことと 

しており、ご指摘いただいたホテルのアメニティについても、県から派遣元の団体等に積極   

的に事前アナウンスをして、各自でお持ちいただくようにお願いする。ただ、どうしても持 

参できない方については、フロントで対応いただくなど、部屋への備付けは避けてプラスチ 

ックごみ廃棄の減量に努めたい。 

 

（委員） 

  お茶については、ペットボトルの削減を意識して、紙パックの物を使われるのか。 

 

（事務局） 

  MLGS宣言をし、環境に配慮した大会を目指していくが、ペットボトルについては、選手 

が持参されることも想定されるため、廃棄のペットボトルから循環再生するようなことも検 

   討している。重ねて、おもてなしという面でも各競技会場でマイボトルを持参された方に、 

ウォーターサーバーでお水を提供する取り組みも検討・調整をしている。 

 

（委員） 

ぜひお願いしたい。弁当につけるお茶は、紙パックを考えているか。 

 

（事務局） 

提供するお茶は原則紙パックで考えている。 

   

（委員） 

     宿泊取消し料の変更が決まれば、スポーツ協会としての派遣規約も変更する必要があ 

り、県としてキャンセル料を見込んで派遣費をつけてもらえるのか。また、各都道府県か 

   ら対戦組合せが決定した後でキャンセルをし、勝った場合に追加で宿泊予約するといった 

問い合わせが増える可能性もあり、その対応も検討していただきたい。 

 

(事務局) 

  負担が増えることは、3月の各都道府県への説明時に同様の声があがると考えており、 

現状よりも正確な数字が提示できないか試算も進めたいと考えている。キャンセル料の発 

生に伴い、宿泊予約を少なくすませ、勝った場合の延泊に対応するには宿泊施設で予め部 

屋を確保することが必要になり、対応は難しい。本県では先催県と同じように、負け帰り等 

でキャンセルが出た部屋に泊まっていただくことを考えている。 
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（委員） 

  障スポだけでなく国スポでも障害のある方が来場されるが、目に見えない障害をお持ち 

の方も多くおられる。スロープ等分かりやすい配慮だけでなく、44年ぶりの大会というこ 

とで接遇面でも、快適に過ごしていただけることが大会後のレガシーとなって魅力の向上 

につながるのかなと思う。障害のある方も多く来られる今回の機会に、しっかりと取り組ん 

でいくことが望ましいと考え、関連して 4点の質問をしたい。 

1点目が、障害の特性に応じた配慮とは、どういった配慮を考えているか、また今後の整 

理について。2点目は、障害のある方に対する先催県の取り組みについて。3点目が、宿泊  

施設での現状の取り組みについて調査の予定の有無。4点目は、関係者の理解を深める接   

遇面などの研修について。 

 

（事務局） 

  1点目は、ボランティアの方には研修を計画しており、レストランや宿泊施設等は理解を 

深めてもらうためのチラシの配布も検討中。2点目の先催県の取り組みとしては、チラシ配 

布やスロープの設置、バリアフリーに対応したトイレを確認している。3点目、宿泊施設に対 

する調査の予定については、計画して動き出しているところ。４点目、接遇面の研修の実施 

については、1点目の回答でもあったようにチラシの配布も含めて、皆さんに周知できるよ 

う配慮したいと考えている。 

障害者の方への対応は、競技会場は全てバリアフリー調査を実施し、不足分は補修対応と  

いったハード面での対応とあわせて、ソフト面でしっかりと対応していきたい。また、滋賀県 

独自の取組として、カームダウンスペースを障スポだけでなく国スポの会場にも設置でき 

るよう、会場地市町と調整を進めている。一例ではあるが、障害のある方が、楽しんでいた 

だけるような大会にしたいと考えている。 

 

（委員） 

  わかりにくい障害のある方については、ある行動が警察に通報されるような事案もある 

ので、カームダウンスペース設置については是非お願いしたい。また、バリアフリー調査に 

ついては、県の健康福祉政策課は対象外としているようなので調整された方が良いと思 

う。 

 

（委員） 

  障害者スポーツ大会に参加する選手については、随行の役員等が介助するが、バスの 

停留場が降りにくい場所であれば、人を配置してもらうなど配慮をしていただくと助かる。 

また、奇声をあげることもあるため、障害者スポーツ大会の宿舎は貸切にして一般客と 

の接点をなくすことも検討していただけたらありがたい。 

 

（事務局） 

  宿泊取消料の変更について経緯を説明したが、現行制度では宿泊施設側への負担が大 

きく、今後のインバウンド需要を考えても、大会のために部屋を提供していただけなくな 

り、大会が続いていかないのではないかと心配している。そういう意味で、各都道府県から 

の反対を想定しながらも、日本スポーツ協会と協議しているので、ご支援いただきたい。結 

果については改めて報告させていただく。 
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（委員長） 

  近年スポーツ大会の宿泊単価が高くなっており、できるだけ抑えて普通の宿泊料金で泊 

まっていただき、普通のキャンセル料をいただく。我々、宿泊施設側は精一杯おもてなしす 

ると一丸となっていますので、よろしくお願いしたい。 

 

○ その他 

 

 

【質疑】なし。 

 

○ その他 

 

 

【質疑】なし。 

 

 

 

以上 

 

※事務局から、「今後のスケジュール」について説明。 

※事務局から、「わた SHIGA輝く障スポ 宿泊要項（案）」について説明。 


